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らは経口投与量に対応してベンジジンおよびその代謝物

が検出されている4) ゴールデン ・ハムスターに本物質

を10mg/kg体重一回投与した実験では， 尿中に投与量
の約10%がベンジンおよびその代謝物として回収され

た6)

本物質を含むベンジジン染料に対する曝露を受けて いる
作業者では， 吸入総粉塵濃度(5� 17 mg/m3) と対応

して 尿中ベンジジ ン濃度 の上昇 (1 1� 112 ppb)が認め

られた7)

本物質を合成している作業者の尿からはベンジジンお
よびその代謝物が検出された8) さらに本物質とヒトの
大使とを培養した試験管内実験ではベンジジンの生成が

確認された9) ラットに本物質を経口投与すると尿中に
変異原が排出される が， ‘germ-frèe' のラットに経口投
与した場合には尿は変異原性を示さず10)， ベンジジン

生成には腸内細菌の関与 が大 き い と 推定 さ れる . し かし

肝 9，000g上清と鮮置するとベンジジンの生成を認める

ので肝の関与も無視出来ない11)
7. 発 がん性分類の提案

1) ヒト， ラ ッ トおよびマ ウス で い ずれ も 生体内 で分

解 されてベンジジ ン を 生 じ る (ベン ジジ ン は 第 1
群に 分類されている ) . 

2) ラットを用いた小規模の実験で、発がん'性を示唆す
る所見が得られている.

以上の理由から， 本物質はヒトでも体内で生じるベン

ジジンを介しての発がん性を示す可能性が大きいと判断

し， 第2群Aに分類することを提案する.
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ダイレクトブルー6
C32H20N9Na4014S4 

[CAS N o. 2602-46回2]
発がん物質分類 第2群A

1. 別名: C.I. 22610， C.I.ダイレクトブル�6四ナトリ
ウム塩

2. 外観:青紫色の粉末. 分子量936.8
3. 用途:繊維類， 紙， 皮革などに用いる染料
4. 実験動物における発 がん性

雌 雄の Fisch er 344 ラッ トに本物質 (純度 59. 9% (ベ

ンジジン含有量0. 004%以下 ) ;主な不純物は食塩21%，
水9%Jを飼料に添加(0， 190， 375， 750， 1，500， 
3，000 ppm)して経口投与し， 投与開始後13週日に屠殺

検索した実験では， 3，000 ppm群の雌 雄全個体およぴ

1，500 ppm群の 雄 1/10 が実験途中で死亡した .
3，000 ppm群では雄の1/9， 雌 の7/9 に肝細胞腫蕩を認
め， うち雌 で は 4/7 が肝細胞がんであった. また

1，500ppm群では雄の8/10に肝細胞腫蕩を認め， うち
2/8は肝細胞がんであった. 投与量に対応して， 肝細胞

の変性， 胆管線維症， 門脈線維症およびリンパ造血系の
萎縮等を認めた. B6C3F1マウスにo � 12，500 ppm添加

飼料を13週投与した実験では腫蕩性の変化を認めず，

高濃度群で腎および、牌のヘモジデリン沈着等の非腫蕩性

変化 を認め たのみ であっ た1)

雌ddマウスの跨脱に本物質10%含有パラフインワッ

クスペレット(対照群は無添加) 20mgを挿入して40
週間飼育した実験では， 投与群の3/21 (対照群は1/36)
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に勝脱がんが発生した(0.10くp く0.05) 2). 

5. 職業性がんの疫学
調査例はない.

6. 変 異原 性
本物質の経口投与を受けたラットおよびマウスの尿か

らは経口投与量に対応してベンジジンおよびその代謝物

が検出されている1) 本物質を含むベンジジン染料に対

する曝露を受けている作業者では， 吸入総粉塵濃度(5
� 17 m g/m 3) と対応 し て 尿中ベ ンジ ジ ン 濃度の上昇

(11 � 112 pp b) が認められた3)

本物質をラット大腸内細菌と嫌気的に培養した場合，

ベンジジンの生成が確認されている心. ラットに経口投

与した場合， 尿中には変異原が排出される5) しかし肝
9，000 g上清と鮮置してもベ ンジジンは生成しな い5)

7. 発がん性分類の提案
1) ラットおよび マウスはいずれも生体内で分解され

てベンジジンを生じ， 本物質を含むベンジジン染
料に曝露された労働者でも尿中ベンジジン濃度が
上昇している(ベンジジンは第1群に分類されて

いる) . 
2) ラットを用 いた小規模の実験で発がん性を示唆す

る所見が得られている.

以上の理由から， 本物質はヒトでも体内で生じるべン
ジジンを介しての発がん性を示す可能性が大きいと判断
し， 第2群Aに分類することを提案する.
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1，2，3・トリク口口プ口/'\ン
C3H5Cl3 

CH2CI CHCI CH2CI 
[CAS No・96閉18-4]

発がん物質分類 第2群A

1. 別名:アリルトリクロリド
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2. 外観:クロロホルム様の臭い のある無色ない し淡黄
色の液体. 分子量147.43
3. 用途:種々 の有機合成工程 で原料として用いられる.
4. 実験動物における 発がん性

雌・雄のFischer 344/Nラットに本物質(純度 99%
以上)を胃ゾンデを用いて0， 3， 10， 30 mg/kg X 5日

/週X 104週反復経口投与した 実験では， 30mg群は実
験途中 で雌・雄とも全個体が死亡， 他 の投与群でも一部
個体の死亡が発生したが， 死亡時および実験終了時の屠

殺による観察では， 口腔の扇平上皮がんまたは乳頭腫
(雄・雌とも;例えばがんは雄では1/50， 0/50， 11/49， 

25/52， 雌では0150， 1/49， 21/52， 21/52)， 前 胃 の扇
平細胞がんまたは乳頭腫(雄・雌とも;例えばがんは雄
では0150， 9/50， 27/49， 13/52， 雌 で は 0150， 3/49， 
9/51， 4/52) ， 包皮腺または陰核腺 のがんまたは腺腫，
雄では捧臓のがんまたは腺腫および 腎臓の尿細管腺腫，

雌では乳腺がんの発生がいずれも投与量に対応して増加

した1)

またB6C3F1マウスに本物質(純度99%以上) を胃
ゾンデを用 いて0， 6， 20， 60 mg!kg X 5日/週X 104 週
反復経口投与 し た 実験では ， 実験途中 で20 および
60mg群は雌・雄ともに全個体が， 6mg群も雌・雄と
も約半数が死亡したが， 死亡時および 実験終了時の屠殺
による観察では前胃の扇平上皮がんまたは乳頭腫(雄・
雌とも;例えばがんは雄では0/52， 40/51， 50 /54 ， 
51/56 ， 雌では0150 ， 46/50， 49/51， 49/55) ， 肝臓の肝
細胞がんまたは腺腫(雄・雌とも;例えばがんは雄では
4152， 11/51， 5 /54， 3/56， 雌では 1/50， 3/50， 0/51， 
2/55 ;ただし中・高用 量群では実験の途中で多数例が

死亡していることに留意を要する) ， ハドリアン腺の腺
腫(雄; 1/52， 2/51， 10/54， 11/56， 雌; 2150， 6/50， 

7/51， 10/55) ， 口腔扇平上皮がんまたは乳頭腫(雌の
み ;例えばがんは0 /50， 0/50， 1/51， 5/55)および子
宮内膜の腺がんまたは腺腫(例えばがんは0/50， 5/50， 

3/51， 9/54) がいずれも投与量に対応して増加した1)

5. 職業性がん の疫学
報告は入手出来なかった.

6. 変異原性
Ames試験 はSg・mlXの存在下に陽性(例えば


